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１．名称                    

大阪エイズウィークス2022 
 

２．実施体制                  

主唱：公益財団法人エイズ予防財団 
参加・協力： 
（団体） 
○エイズ予防週間実行委員会（大阪府・大阪市・堺市・

高槻市・東大阪市・豊中市・枚方市・八尾市・寝屋川

市・吹田市） 
○独立行政法人 国立病院機構大阪医療センター

HIV/AIDS先端医療開発センター 
○特定非営利活動法人 薬と医療の啓発塾 
○一般社団法人JHC 
○特定非営利活動法人 スマートらいふネット 
○摂南大学薬学部 医療薬学研究室 
○第32回日本エイズ学会学術集会記念啓発イベント

実行委員会 
○特定非営利活動法人 CHARM 
○特定非営利活動法人 ネットワーク医療と人権 
○PARTNERS 
○MASH大阪 
○メモリアル・キルト・ジャパン 
○LETTEr ARTS実行委員会 
○大阪検査相談・啓発・支援センター chotCAST 
○コミュニティセンター dista 
（企業） 
○FM802 
○FM大阪 
○オカモト株式会社 
○ジェクス株式会社 
○信長書店・信長TOYS 
○法円坂メディカル株式会社 
後援： 
○エイズ予防週間実行委員会（大阪府・大阪市・堺市・

高槻市・東大阪市・豊中市・枚方市・八尾市・寝屋川

市・吹田市） 
○一般社団法人 大阪府医師会 
○一般社団法人 大阪府歯科医師会 
○公益社団法人 大阪府看護協会 
○一般社団法人 大阪府薬剤師会 
 

 

 

 

 

 

 

 

３．会期                    

 2022年(令和4年) 11月26日(土)～12月11日(日)を中心

とした期間。 

４．趣旨および目的               

 エイズの登場から40年が経ち、この間にエイズ発症を

抑える薬の開発は飛躍的に進みました。今では、早期に

治療を始めてきちんと服薬を続ければ、日常生活を支障

なく送れるようになりました。しかし、エイズを発症し

て深刻な病状に至ってしまうケースもまだまだ多くあり

ます。 
 エイズの話題がメディアで報道されることも少なくな

り、社会的な関心の低下の一方で、日本では、今も毎年

1000人以上、新たにHIV（エイズの原因となるウイルス）

に感染したことが分かった人が報告されています。その

約3割はエイズが発症してから感染がわかった人たちで

す。 
 毎年12月1日は世界エイズデーです。この前後の期間

を「大阪 エイズ ウィークス2022」として、エイズに関

連する領域で活動する団体・グループ・個人が、自治体・

企業・メディア等と連携しながら、気軽に参加できるも

のから深く学べるものまで様々なイベントや企画を運営

し、市民のエイズへの関心を高めて感染拡大を防ぐとと

もに、感染した人々も安心して暮らせる社会の実現を目

指します。 
  
５．実施方法                  

公益財団法人エイズ予防財団の呼びかけに賛同した団

体・企業が、それぞれ（または協働して）企画を実施し

ました。参加団体・個人のイベント・企画だけでなく、

自治体が実施するエイズ予防週間の取り組みも合わせて、

統一して広く市民に対して広報を展開するとともに、各

団体・グループ・個人・企業の広報ネットワークツール

でも情報提供を行いました。 
 
６．実施結果                  

 12月1日の世界エイズデーを中心とする11月26日(土)
～12月11日(日)を、大阪エイズウィークス2022の中心期

間とし、11月・12月に様々なイベントやキャンペーン等

が実施されました。実施された参加イベント・企画を次

ページ以降に記します。 
（本文中敬称略） 
 
 

大阪エイズウィークス 2022実施報告書 
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―――――――――――――――――――――― 

FＭ802開催イベント「FUNKY MARKET」にて 

大阪エイズウィークスのブースを出展 

―――――――――――――――――――――― 

主催：独立行政法人国立病院機構大阪医療センター

HIV/AIDS先端医療開発センター／ 

公益財団法人エイズ予防財団 

協力：大阪エイズウィークス参加・協力団体 

―――――――――――――――――――――― 

日時：11月6日(日)9時30分～17時 
会場：万博記念公園 お祭り広場 
内容：FUNKY MARKETはFM802が開催しているイベ

ントで、1993年にスタートし、約30年親しまれています。

FM802のDJとリスナーが触れ合える感謝祭のような賑

やかな雰囲気のイベントです。毎年3万人以上を動員し、

番組ブース、ブランドショップエリア、リスナーによる

フリーマーケットなど…緑豊かな万博記念公園で1日中

楽しめる空間です。そのフリーマーケットエリアにブー

スを出展し、エイズの啓発の資材セット配布、パネル展

示、クイズなどを実施しました。 
結果：ブース前で特製エコバッグに入れた資材セット（内

容物は大阪エイズウィークス2022パンフレット、啓発用

コンドーム、冊子「HIV感染症・エイズ2022」、啓発用ポ

ケットティッシュ、各団体イベントちらし各種等）を

1,700セット配布しました。配布には、マスコットキャラ

クター「アイやん」等も参加し、エイズについての正し

い理解を呼びかけました。 
また、ブース入り口や内部にはエイズの基礎知識につい

てパネル展示を行いました。さらにブースの展示をしっ

かりとみれば回答できるような内容の、エイズに関する

知識のクイズ調査を実施し、回答者には正解数に応じて

グッズをプレゼントしました。準備した300枚は早い段階

で終了してしまいました。また会場の入り口2箇所とスタ

ンド席付近では、FM802によってサンプリングが行われ、

大阪エイズウィークスのパンフレット7,000部も配布さ

れました。 

 

―――――――――――――――――――――― 

dista展示会 なにわのゴムふぇす 

―――――――――――――――――――――― 

実施：MASH大阪 

―――――――――――――――――――――― 

日時：11月16日(水)～12月25日(日)17時～22時 
※月曜・火曜を除く 

場所：コミュニティセンターdista 
内容：堂山町、ミナミ、新世界のゲイタウンマップを使

い近辺でコンドームがどこで手に入るか、どんなコンド

ームがあるのかビジュアル的に解る展示や、サイズ、厚

さ、イボイボなど様々なコンドームを手にとって実際に

触れてみることの出来るようなコーナーを設け、いつも

は知らないコンドームに出会える様な展示会を開催しま

した。また 12月 3日にクラブイベント『UU2022 -RED 
Ribbon CLUB EVENT-』とのコラボ企画として PrEP、
U＝U、サル痘についての情報を発信するトークショーを

クラブイベントで実施しました。 
結果：総来場者数は 247 名でした。大阪のゲイタウン 
MAP を横断幕にし、より立体的な展示コーナーを設け

ることで目に留まりやすい展示ができました。展示会参

加者の声として、「こんなにたくさんのコンドームの種類

があるのは初めて知った」、「素材によってフィットしや

すい等の情報が知れて来てよかったと思った」などがあ

りました。また、「コンドームの情報が知れる機会がもっ

とあればいいのに」との声もあり、イベント的に実施し

てもよいのかなと感じました。また、NHK からの取材

依頼もあり多くの反響がある展示会となりました。 
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―――――――――――――――――――――― 

第6回 関西HIV・薬剤 Workshop 

―――――――――――――――――――――― 

主催：特定非営利活動法人薬と医療の啓発塾 

後援：一般社団法人大阪府薬剤師会 

―――――――――――――――――――――― 

日時：11月26日(土) 15時～17時 
会場：内久宝寺薬局研修室（Zoomを用いたWeb開催） 
内容：今回も、新型コロナウイルス感染防止のため内久

宝寺薬局研修室をキーステーションにWeb形式で開催し

ました。HIV陽性患者に関わる保険薬局薬剤師と調剤事

務の方を対象に、今回は、はじめて2名のHIV陽性患者さ

んから直接お話を伺う機会を得ることができ、また特別

講演では、普段病院内でHIV陽性患者さんに直接関わっ

ている臨床心理士の先生からHIV陽性患者さんへの関わ

りについて講義を受け、最後はHIV陽性患者役と薬剤師

役によるロールプレイによる症例検討を実施しました。 
結果：保険薬局に勤務する薬剤師・調剤事務の計21名の

方に参加いただきました。このような場所で、直接HIV
陽性患者さんから話を聞く機会が少ないため、本音で保

険薬局薬剤師に望むことについて聞くことができ、大変

参考になりました。また経験豊かな臨床心理士の先生か

ら、HIV陽性の告知を受けた時の患者さんの心理や治療

や今後の人生全般に渡る患者さんの葛藤の部分を細かく

分かりやすく説明を受けることができ、今後の服薬指導

に役立つ非常に貴重な機会であったと感じています。 
 

 

―――――――――――――――――――――― 

女性スタッフによる女性のための夜間即日検査・相談 

レディースデー 

―――――――――――――――――――――― 
主催：特定非営利活動法人スマートらいふネット 

―――――――――――――――――――――― 

日時：11月28日(月) 18時～19時30分 
場所：大阪検査相談・啓発・支援センターchotCAST 
内容：HIV・梅毒・B型肝炎の即日検査とクラミジア検査

（1週間後結果返し）と、医師・保健師・薬剤師（NPO
法人薬と医療の啓発塾協力）によるHIV含む性感染症に

関する個別相談を実施しました。またコンドーム（ジエ

クス株式会社からの寄贈）を女性好みのプチ袋に入れて

感染予防の大切さを指導しながら配布しました。 
広報は、11月より受検者に検査面談時に案内ビラを配布

し、検査待合室にも設置して、自由に持ち返って頂きま

した。また行政関係、大学保健センター、他NPO関係等

に案内ビラを送付し、またスマートらいふネットのHPで
も広報いたしました。 
結果：受検者は22名（内クラミジア検査20名）でした。 
「レディースデー」として「女性のみの検査対象」の検

査実施は今年で５年目となりました。梅毒増加傾向にあ

る中で、女性受検者が年々減少している結果をみて「安

心して検査が受けられるレディースデー」を取り組んで

きましたが、コロナ禍により受検者は若干減少に至って

います。今後より幅広い層への宣伝広報の課題が必須で

あると考えます。 
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―――――――――――――――――――――― 

「Instagram」フィード広告配信 

―――――――――――――――――――――― 

主催：エイズ予防週間実行委員会（大阪府・大阪市・堺市・高

槻市・東大阪市・豊中市・枚方市・八尾市・寝屋川市・

吹田市） 

―――――――――――――――――――――― 

日時：11月29日(火)～12月28日(水)  (1か月間) 
内容：大阪府全域の15～45歳を対象として、昨年度作製

したHIV・梅毒等検査促進動画（30秒）を「Instagram」

のフィード広告で配信しました。 
結果：動画再生数は、464,175回でした。 

 
 

 

―――――――――――――――――――――― 

吹田市 特例 HIV検査 

―――――――――――――――――――――― 

主催：吹田市 

―――――――――――――――――――――― 

日時：12月3日(土) 13時30分～16時50分 
会場：吹田市保健所 
内容：HIV抗体検査（通常検査、結果は翌週返し）を実

施しました。参加者にはオプションとして梅毒とクラミ

ジアの検査も実施しました。 
結果：受検者数は4名でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――― 

心斎橋サンサンサイト（JHCクリニック） 

無料・匿名でHIV即日抗体検査 

―――――――――――――――――――――― 

主催：一般社団法人JHC 

―――――――――――――――――――――― 

日時：12月3日(土) 17時30分～19時 
会場：大阪検査相談・啓発・支援センターchotCAST 
内容：HIV即日抗体検査会を実施しました。参加者には

オプションとしてB型肝炎および梅毒の検査も実施しま

した。 
結果：受検者数は17名（男9名、女8名）でした。 
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―――――――――――――――――――――― 

「通訳付き外国人検査相談事業」 

日本語が話せない方のための無料・匿名のHIV検査・相談 

―――――――――――――――――――――― 
主催：特定非営利活動法人スマートらいふネット 

―――――――――――――――――――――― 

日時：12月4日(日) 14時~15時30分 
場所：大阪検査相談・啓発・支援センターchotCAST 
内容：NPO法人CHARMの協力を得て、「日本語が話せ

ない外国人」を対象とした無料・匿名の外国語通訳付き

HIV検査・相談事業を実施しました。即日検査として検

査項目は、HIV・梅毒・B型肝炎の3項目を実施しました。

広報は、11月より受検者に検査面談時に案内ビラを配布

し、また検査待合室に設置し、自由に持ち帰ってもらい

ました。さらに行政関係、大学保健センター、他NPO関

係等に案内ビラを送付し、またスマートらいふネットの

HPでも行いました。 
結果：日曜日即日検査には受検者41名がありました。そ

の中で、ケニア国籍1名（英語通訳）、中国籍1名（中国語

通訳）、ミャンマー国籍1名（通訳なし日本語）に対して、

NPO法人CHARMの協力を得てサービスを提供しまし

た。外国人受検者が増加傾向にある中で、「通訳付き」定

例日に検査予約していただけるよう、広報、宣伝の工夫、

拡大、手段等々の検討の余地があります。宣伝広報手段

は今後の大きな課題です。 
 

 
 

―――――――――――――――――――――― 

第32回日本エイズ学会学術集会記念啓発イベント

大阪エイズ啓発フェスティバル2022 

―――――――――――――――――――――― 

主催：第32回日本エイズ学会学術集会記念啓発イベント 

実行委員会 

共催：大阪市 

後援：大阪府 

一般社団法人日本エイズ学会 

公益財団法人エイズ予防財団 

協力：JAJE 日本学校ジャズ教育協会関西本部 

メモリアル・キルト・ジャパン 

特定非営利活動法人薬と医療の啓発塾 

法円坂メディカル株式会社 

エイズ予防週間実行委員会（大阪府・大阪市・堺市・ 

高槻市・東大阪市・豊中市・枚方市・八尾市・寝屋川 

市・吹田市） 

―――――――――――――――――――――― 

日時：12月9日(金)18時～20時、10日(土)13時～18時30分 
場所：大阪市中央公会堂 
内容：大阪市中央公会堂を会場として、12月9日(金)と10
日(土)の二日間にわたるイベントを開催し、講演、ジャズ

フェスティバル、メモリアル・キルト展、健康相談・体

験コーナーなどを実施しました。大集会室入口では、来

場者にエイズ啓発資材のセットをお一人１つずつお渡し

しました。またエイズについての基礎知識についてのパ

ネル展示やメモリアル・キルトの展示を行ったほか、エ

イズ予防週間実行委員会の啓発資材配付ブースを設置し、

来場者の皆さまにご自由にお持ち帰りいただきました。 
結果：両日間あわせて500名以上の来場者があり、多くの

方々にHIV/エイズについて知っていただき、また健康に

ついて考えていただくことができました。 
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夜回り先生 水谷修さん講演会 

「さらば、哀しみの青春—夜回り先生、いのちの授業」 

日時：12月9日(金)18時～20時 
会場：大阪市中央公会堂 大集会室 
内容：夜回り先生こと水谷修さんの講演会を開催しまし

た。また、国立病院機構大阪医療センター臨床研究セン

ター長であり、公益財団法人エイズ予防財団理事長でも

ある白阪琢磨医師から「日本におけるエイズの現状」に

ついてもお話しいただきました。 
◆講演「さらば、哀しみの青春—夜回り先生、いのちの

授業」水谷修 
◆講演2「日本におけるエイズの現状」白阪琢磨（国立病

院機構大阪医療センター臨床研究センター長、公益財団

法人エイズ予防財団理事長） 
 

 
 

メモリアル・キルト展 

【メモリアル・キルト・ジャパン】 
日時：10日(土)13時～18時30分 
会場：大阪市中央公会堂 中集会室と大集会室前 
内容：HIV感染症/AIDSに倒れていった人達に向けて、

「彼/彼女らの名前を忘れまい」との思いから生まれたの

がAIDSメモリアル・キルトです。1枚のキルトは

90cm×180cm、その人の名前や愛用していた衣服、小物

類、家族や親しい人々からのメッセージなどが縫い付け

られています。それらの想いのこもったキルトを今年も

展示しました。 

 

 

 
 

健康相談・体験フェア 
【特定非営利活動法人薬と医療の啓発塾】 
【法円坂メディカル株式会社】 
日時：10日(土)13時～18時30分 
会場：大阪市中央公会堂 中集会室 
内容：管理栄養士による食育サットを用いた栄養相談、

アロマ資格を有する薬剤師によるアロマハンドマッサー

ジ、アロマスプレー＆ハンドクリーム作り、薬剤師にな

りきって偽薬（チョコレート）を用いた分包体験、理学

療法士による体成分分析装置（Inbody：インボディ社）

を用いた筋肉・体脂肪量のバランス測定、乳がん社内認

定資格を持つ薬剤師による乳がん触診モデル体験、クイ

ズでHIVを理解するクイズ体験コーナーの7つを21名の
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スタッフで実施しました。 
今回は半日の開催でしたが、開始から終了まで、どのコ

ーナーにも万遍なく一定の来客で賑わっていました。今

回追加しましたアロマスプレー＆ハンドクリーム作成と

乳がん自己チェックも好評で、回収できたアンケートの

中でもアロマスプレー＆ハンドクリーム作成体験が一番

高い評価を得ていました。家族ぐるみでの参加も多く、

友人を誘って楽しく体験されながらスタッフと健康につ

いてもいろいろと相談する良い機会となったようで、継

続開催を希望される嬉しいコメントをいただくことがで

きました。 

 

 

 

エイズ啓発大阪ジャズフェスティバル vol.5 

【第32回日本エイズ学会学術集会記念エイズ啓発イベン

ト実行委員会】 

日時：12月10日(土) 15時～17時30分 
会場：大阪市中央公会堂 大集会室 
内容：中学生たちのフレッシュでみずみずしい演奏と、

高校生たちの本格的な演奏や歌唱、プロジャズミュージ

シャンの絶妙のプレイ＆パフォーマンスを、お届けしま

した。演奏の間に「日本におけるエイズの現状と治癒を

目指した新たな試みの紹介について」の鼎談を実施しま

した。 
◆パフォーマンス 
・高槻市立冠中学校 The Crown Jazz Orchestra 

Takatsuki 
・プロジャズバンド[大塚善章(Pf)、上場正俊(Ds)、河

村英樹(Ts)、田中洋一(Tp)、山崎初美(B)、ロアナ・

シーフラ(Vo)] 
・大阪府立夕陽丘高校音楽科生徒 

◆鼎談「日本におけるエイズの現状と治癒を目指した新

たな試みの紹介について」 
・白阪琢磨（国立病院機構大阪医療センター臨床研究

センター長、公益財団法人エイズ予防財団理事長） 
・花井十伍（特定非営利活動法人ネットワーク医療と

人権＜MARS＞理事） 
・保冨康宏（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養

研究所霊長類医科学研究センター長） 
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７．広報                    

 大阪エイズウィークス2022の全体広報資材としてパ

ンフレットを作成し、大阪エイズウィークス参加団体を

通じてそれぞれの活動対象者へ配布したほか、近畿の各

府県および政令市のエイズ対策担当、近畿のエイズ拠点

病院等へも送付し周知しました。また11月6日の

「FUNKY MARKET」にて来場者に配布し、様々な層

へ広報することができました。 

パンフレット 
仕様：観音折り8ページ（仕上がりA5サイズ／両面4色） 
20,000部作成・配布 
 パンフレット裏表紙および中開面2ページにはエイズ

についての知識をUPDATEするようなメッセージや情

報を掲載しました。また、パンフレット内面4ページには、

参加企画の情報を掲載しました。 
 

パンフレット表紙 

 

パンフレット中開面 
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パンフレット内面 

 

パンフレット裏表紙 

 

信長書店での配布の様子     吹田市保健所内での配布の様子 

  

 

ホームページ／Facebook／Twitter 

 ホームページやfacebookでは、イベントの詳細情報を

掲載し、Twtterで情報の拡散をしました。またHIV/エイ

ズに関するニュースや検査相談情報などを随時発信しま

した。 
 
８．メディア                   

 大阪ウィークス 2022 の期間前後に、ＦＭ放送局 2 社

で、エイズや性感染症の情報、また大阪エイズウィーク

ス 2022のイベント情報が伝えられました 

―――――――――――――――――――――― 

ＦＭ大阪 

―――――――――――――――――――――― 

FM大阪「LOVEFLAP」で生CM放送 

日時：12月1(木)11時50分頃 
内容：LOVEFLAP（DJ：下埜正太）内で、HIV/エイズ

の現状や、大阪エイズウィークス 2022のイベント情報な

どをお伝えする生CMが放送されました。 
 

―――――――――――――――――――――― 

ＦＭ８０２ 

―――――――――――――――――――――― 

FM802「TACTY IN THE MORNING」で生CM放送 

日時：12月1日(木)8時10分頃 
内容：TACTY IN THE MORNING（DJ：大抜卓人）内

で、HIV/エイズの現状や、大阪エイズウィークス 2022
のイベント情報などをお伝えする生 CM が放送されまし

た。また、11 月 25 日(金)～12 月 10(土)の間、HIV/エイ

ズ予防を呼びかけるスポットCMが放送されました。 
 

FM802ホームページのトップにバナー広告を掲載 

日時：11月10(木)～12月10(土)  
内容：FM802ホームページに、大阪エイズウィークスの

バナー広告が掲示されました。 
 
 
 



 

９．まとめ                   

 エイズデーを中心とした期間に様々な関連イベントを

集中的に開催する取り組みとして、今年も「大阪エイズ

ウィークス2022」を実施しました。 
多くの団体・企業にご尽力頂き、多様なイベントや企

画を実施することができ、多くの市民にエイズについて

知ってもらう機会を提供することができました。ラジオ

のリスナーまで含めれば数万人～数十万人以上の市民に

エイズについての情報発信・学習機会の提供ができたと

考えられます。 
 HIV/エイズの治療が進歩し、かつてイメージされたよ

うな「死の病」ではなくなりました。治療によって体内

のウイルス量をコントロールできている陽性者からの感

染は起こらなくなり、近年では年間の新規感染報告者数 

は減少傾向となっています。 
 しかし、新型コロナの影響で、HIV抗体検査の受検者

数が減少していることも報告されており、早期検査・早

期治療の機会を逃している人達がいる可能性もあり、今

後の動向に注意が必要です。そして、HIV/エイズについ

て、全く情報がない人や、古い情報がアップデートされ

ていない方々も、またまだおられます。 
 また近年、梅毒の感染報告数も増加しており、性感染

症の増加がHIV感染の増加につながる可能性もあり、注

意が必要です。 
今後も、ひとりでも多くの方に、HIVというウイルス、

エイズという病について、また性感染症について、正確

な情報をお届けできるように、努めて参ります。
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